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第
３
回
通
常
総
会
は
、
正
会
員
１
５
４
社

（
委
任
状
提
出
正
会
員
１
２
４
３
社
、
出
席

率
58
・
８
％
）
が
出
席
し
、
ま
た
来
賓
と
し

て
関
係
各
界
代
表
者
が
列
席
し
て
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
。

総
会
は
、
木
下
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば

で
始
ま
り
、
続
い
て
物
故
会
員
に
対
し
て
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
次
に
小
嶋
会
長
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、
会
長
が
議
長
に
就
き
議
案
審
議

に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
の
平
成
25
年
度
事
業
報

告
及
び
財
務
諸
表
承
認
並
び
に
監
査
報

告
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
高
畑
総
務

委
員
長
か
ら
事
業
報
告
と
財
務
諸
表
に

つ
い
て
議
案
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、

横
山
監
事
が
監
査
報
告
を
行
っ
た
。
こ

れ
ら
の
総
会
提
出
議
案
は
全
て
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

次
に
報
告
事
項
と
し
て
、
高
畑
総
務
委

員
長
か
ら
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
、
法
人

会
活
動
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
21
名
、

１
支
部
、
９
地
区
に
対
し
て
、
会
長
表

彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
と

と
も
に
、
当
会
が
一
般
募
集
し
て
い
る

「
税
の
標
語
」
入
賞
作
品
の
紹
介
と
最

優
秀
受
賞
者
に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
来
賓
祝
辞
で
は
、
厚
木
税
務
署
の

高
砂
孝
志
署
長
、
神
奈
川
県
厚
木
県
税
事
務

所
の
須
山
卓
彦
所
長
、
友
誼
団
体
の
東
京
地

方
税
理
士
会
厚
木
支
部
の
横
溝
勉
副
支
部
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

最
後
は
、
中
村
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で

締
め
く
く
り
、
第
一
部
の
総
会
を
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
厚
木
市
の
小
林

常
良
市
長
、
清
川
村
の
大
矢
明
夫
村
長
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。
（
紙
面
の
都
合

に
よ
り
正
味
財
産
増
減
計
算
書
の
み
９
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
）

ま
た
、
通
常
総
会
の
会
場
入
口
に
は
、
会

員
企
業
の
無
料
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
写
真
左
）
を

設
置
し
、
７
社
の

会
員
企
業
が
出
展

さ
れ
、
自
社
商
品

の
説
明
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
配
布

を
行
い
、
多
く
の

出
席
者
の
目
を
引

い
た
。

( 2 )

去
る
６
月
12
日
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木
に
お
い
て
、
第
３
回
通
常
総
会
を

盛
大
に
開
催
し
、
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
総
会
提
出
議
案
は
、
全
て
可
決
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
素
か
ら
会
の
運
営
等
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
並
び
に
支
部
・
地
区

に
対
し
て
、
会
長
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
呈
さ
る
と
と
も
に
、
当
会
が
一
般
募
集

し
て
い
る
「
税
の
標
語
」
の
最
優
秀
受
賞
者
に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

－ ニセ税務署員、ニセ税理士に注意しましょう －

第
３
回
通
常
総
会
を
盛
大
に
開
催

▲あいさつする小嶋会長

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を
各
市
町
村
へ
寄
贈

去
る
３
月
24
日
、
小
嶋
会
長
は
じ
め
、
山

田
担
当
副
会
長
、
大
川
担
当
副
会
長
、
小
松

委
員
長
並
び
に
落
合
副
委
員
長
は
、
当
会
管

轄
区
域
の
厚
木
市
、
愛
川
町
、
清
川
村
を
訪

ね
、
昨
年
９
月
に
開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
と
12
月
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
の
席
上
で
実
施
し
た
募
金
活
動
に
よ

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
（
総
額
45
万
６
０
０
０

円
）
を
各
市
町
村
に
配
分
し
て
、
社
会
福
祉

事
業
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

寄
贈
し
た
。

▲左から小松委員長、大川副会長、小嶋会長、小林市長、

山田副会長、落合副委員長



一
．
個
人
の
部
（
敬
称
略
）

◎
会
長
表
彰
状
受
彰
者
（
永
年
勤
続
）

㈲
厚
和
防
災
設
備

森
久
保

公

道

㈲
関
根
設
備

関

根

清

㈱
ス
タ
ジ
オ
・
２
４
６

北

村

正

敏

㈱
福
沢
工
務
店

福

沢

義

隆

㈲
一
條
興
業

田

村

剛

㈱
染
谷
設
備
工
業

染

谷

昌

弘

㈲
庄
泉

遠

田

浩

㈱
ア
ー
バ
ン

小

杉

伸

夫

㈱
千
石

藤

原

ナ
ミ
ヨ

◎
会
長
感
謝
状
受
彰
者
（
永
年
勤
続
）

㈱
ノ
ー
マ

河

原

清

㈲
吉
岡
商
店

吉

岡

宅

美

㈱
山
善

山

本

善

一

㈲
山
口
養
豚
場

山

口

昌

興

㈲
ナ
ガ
ノ
設
備

佐

藤

結

花

㈲
石
射
工
務
店

石

射

忠

夫

㈲
落
合
工
務
店

落

合

和

夫

㈱
ミ
リ
テ
ッ
ク
販
売

後

藤

英

明

㈱
東
明
サ
イ
エ
ン
ス

西

剛

輝

㈲
エ
ス
テ
ー
ト
こ
が
ね

小

金

政

博

◎
会
長
感
謝
状
受
彰
者

（
新
規
会
員
獲
得
社
数
５
社
以
上
の
者
）

㈱
小
林
リ
ビ
ン
グ

小

林

知

彌

㈱
七
沢
荘

中

村

典

子

二
．
団
体
の
部
（
敬
称
略
）

◎
会
長
感
謝
状
受
彰
支
部

（
新
規
会
員
獲
得
社
数
の
最
高
位
の
支
部
）

依
知
支
部

16
・
０
社

◎
会
長
感
謝
状
受
彰
地
区

（
新
規
会
員
獲
得
社
数
の
上
位
５
地
区
）

１
位

依
知
中
地
区

15
・
０
社

２
位

旭
町
西
地
区

10
・
０
社

３
位

玉
川
地
区

6
・
５
社

４
位

愛
川
第
５
地
区

４
・
０
社

５
位

厚
木
西
地
区

３
・
０
社

５
位

旭
町
東
地
区

３
・
０
社

５
位

岡
田
地
区

３
・
０
社

５
位

愛
川
第
１
地
区

３
・
０
社

５
位

愛
川
第
４
地
区

３
・
０
社

★
最
優
秀
賞

広
め
よ
う

税
の
役
割

大
切
さ

熊
坂
麻
里
江

様
（
愛
川
町
角
田
在
住
）

★
優
秀
賞

こ
の
税
を

住
み
よ
い
暮
ら
し
の

架
け
橋
に

山
本

紗
奈

様
（
厚
木
市
飯
山
在
住
）

★
佳
作

納
税
を

教
え
継
ぐ
の
も

親
の
義
務

山
田

深
雪

様
（
愛
川
町
中
津
在
住
）

あ
な
た
の
税

く
ら
し
の
中
に

生
き
て
い
る

井
上

信
子

様
（
愛
川
町
中
津
在
住
）

消
費
税

暮
ら
し
に
活
き
る

社
会
参
加

桑
澤

律
子

様
（
厚
木
市
下
川
入
在
住
）

( 3 )

－ 信用できる地元税理士に依頼しよう －

法人会の基本的指針

法人会は

よき経営者をめざすものの団体として

会員の積極的な自己啓発を支援し

納税意識の向上と

企業経営および社会の

健全な発展に貢献します

平
成
26
年
度
会
長
表
彰
状
・
感
謝
状
受
彰
者

「
税
の
標
語
」
表
彰
受
賞
者

去る６月17日、横浜ベイホテル東急にお

いて、上部団体の神奈川県法人会連合会の

通常総会が開催され、終了後、法人会功労

者表彰式が行われた。同席上では(公財)全

国法人会総連合会長表彰状が伝達されると

ともに、(一社)神奈川県法人会連合会の会

長表彰状・感謝状が贈呈され、本会からは

下記５名の方々が受彰された。

（敬称略）

(公財)全国法人会総連合 会長表彰状受彰者

木下建設㈱ 木下 幸治

㈱グローバル 島本 修一

（敬称略）

(一社)神奈川県法人会連合会 会長表彰状受彰者

㈲安齋装備 安齋 勝幸

㈱アーバン 小杉 伸夫

税理士法人サンパートナーズオフィス

新川 勉
▲表彰状受彰の福沢義隆氏(右)

(一社)神奈川県法人会連合会の

法人会功労者表彰式

▲最優秀賞受賞の熊坂麻里江さん

法
人
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
け
ん
た
」



( 4 )



( 5 )



■
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
拡
充
・
延
長

【
所
得
税
で
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
ま
す
】

個
人
の
所
得
水
準
の
改
善
を
通
じ
た
消
費

喚
起
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
所
得
拡
大

促
進
税
制
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
次
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
、
そ
の
適
用

期
限
を
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
２
年
間
延

長
し
ま
す
。

⑴
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割
合
の
要
件

（
改
正
前
…
５
％
以
上
）

①
平
成
27
年
４
月
１
日
前
に
開
始
す
る
事
業

年
度

（
２
％
以
上
）

②
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
始
す
る
事

業
年
度

（
３
％
以
上
）

③
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
始
す
る
事

業
年
度

（
５
％
以
上
）

⑵
平
均
給
与
等
支
給
額
の
要
件

平
均
給
与
等
支
給
額
及
び
比
較
平
均
給
与

等
支
給
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
国
内
雇
用

者
に
対
す
る
給
与
等
を
、
継
続
雇
用
者
に
対

す
る
給
与
等
※
に
見
直
し
た
上
で
、
平
均
給

与
等
支
給
額
が
比
較
平
均
給
与
等
支
給
額
を

上
回
る
こ
と
（
改
正
前
…
以
上
で
あ
る
こ
と
）

と
し
ま
す
。

※

適
用
年
度
及
び
そ
の
前
年
度
に
お
い
て

給
与
等
の
支
給
を
受
け
た
国
内
雇
用
者
に

対
す
る
給
与
等
の
う
ち
、
雇
用
保
険
法
の

一
般
被
保
険
者
に
対
す
る
給
与
等
を
い
い

ま
す
。

〔
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
終
了
す
る
適

用
年
度
に
つ
い
て
適
用
し
ま
す
。
な
お
、

同
日
前
に
終
了
す
る
事
業
年
度
（
平
成
25

年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
し
旧
制
度
の
適

用
な
し
、
新
制
度
の
要
件
満
た
す
）
分
の

税
額
控
除
相
当
額
は
、
平
成
26
年
４
月
１

日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
で
上

乗
せ
控
除
。
〕

( 6 )

平
成
26
年
度

法
人
課
税
関
係
改
正
の
概
要

○ 基準年度と比較して、５％以上、給与等支給額を増加させた場合には、当該支給増加額の

10％を税額控除（法人税額の10％(中小企業等は20％)を限度）できます。

【
改
正
内
容
】

平成25・26年度：２％以上

平成27年度 ：３％以上

平成28・29年度：５％以上

【
改
正
内
容
】

継続雇用者に対する給与等に見直した上で

「前年度を上回ること」に変更

【要件】

(1) 基準年度と比較して５％以上

給与等総支給額が増加

(2) 給与等総支給額が前年度以上であること

(3) 平均給与等支給額が前年度以上であること

控除対象給与等

支給増加額

基準年度

からの増加額控除対象給与等

支給増加額 基準年度

からの増加額

対象給与等

支給額

対象給与等

支給額

対象給与等

支給額

基準年度(注) 適用初年度 適用２年目

(注)基準年度とは、平成25年４月１日以後最初に開始する事業年度の

直前の事業年度をいいます。

控除対象給与等支給増加額の１０％を税額控除

【参考】改正前の制度の概要



■
復
興
特
別
法
人
税
の１

年
前
倒
し
廃
止

足
元
の
企
業
収
益
を
賃
金
の
上
昇
に
つ
な

げ
て
い
く
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
復
興
特

別
法
人
税
を
１
年
前
倒
し
し
て
終
了
し
ま
す
。

【
参
考
】
改
正
前
の
制
度
の
概
要

法
人
税
の
納
税
義
務
者
は
、
原
則
と
し
て

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
お
い

て
、
基
準
法
人
税
額
（
所
得
税
額
控
除
等
の

適
用
前
の
法
人
税
額
）
に
対
し
て
10
％
の
付

加
税
（
復
興
特
別
法
人
税
）
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

■

交

際

費

課

税

の

緩

和

・

延

長

交
際
費
課
税
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用

期
限
を
２
年
間
延
長
す
る
と
と
も
に
、
消
費

の
拡
大
を
通
じ
た
経
済
の
活
性
化
を
図
る
観

点
か
ら
、
交
際
費
の
う
ち
飲
食
の
た
め
の
支

出
（
社
内
接
待
費
を
除
く
。
）
の
50
％
を
損

金
算
入
可
能
と
し
ま
す
。

※

中
小
法
人
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
定
額

控
除
（
８
０
０
万
円
）
と
の
選
択
制

〔
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
適

用
年
度
に
つ
い
て
適
用
し
ま
す
。
〕

【
参
考
】
改
正
前
の
制
度
の
概
要

法
人
が
支
出
す
る
交
際
費
等
（
一
人
当
た

り
５
０
０
０
円
以
下
の
飲
食
費
等
を
除
く
。
）

は
、
原
則
と
し
て
全
額
損
金
不
算
入
。
た
だ

し
、
中
小
法
人
に
つ
い
て
は
、
年
８
０
０
万

円
に
達
す
る
ま
で
の
全
額
損
金
算
入
可
。

■

地

方

法

人

課

税

の

偏

在

是

正

地
方
団
体
の
税
源
の
偏
在
性
を
是
正
し
、

財
政
力
格
差
の
縮
小
を
図
る
た
め
、
法
人
住

民
税
法
人
税
割
の
税
率
引
下
げ
に
あ
わ
せ
て

地
方
法
人
税
を
創
設
し
、
そ
の
税
収
全
額
を

交
付
税
原
資
化
し
ま
す
。

〔
平
成
26
年
10
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
つ
い
て
適
用
し
ま
す
。
〕

地
方
法
人
税
の
創
設

・
納
税
義
務
者
…
法
人
税
を
納
め
る
義
務
が

あ
る
法
人

・
課
税
標
準

…
基
準
法
人
税
額
（
所
得
税

額
や
外
国
税
額
等
の
控
除

前
の
法
人
税
額
）

・
税

率

…
４
・
４
％

・
申
告
納
付
先
…
国
（
税
務
署
）

・
税
収
の
使
途
…
地
方
交
付
税
と
し
て
地
方

団
体
へ
配
分

( 7 )

【
問
い
合
わ
せ
先
】

厚
木
税
務
署

電
話

０
４
６
‐
２
２
１
‐
３
２
６
１

飲食費 飲食費以外

支出交際費等
５０％

【改正前】

【改正後】

※ 中小法人については、飲食費の50％と定額控除額800万円のどちらかを選択

全額損金不算入

損金不算入損金算入

《法人住民税法人税割の税率引下げ》

改正前 改正後

標準課税 制限税率 標準税率 制限税率

道府県民税法人税割 5.0％ 6.0％ 3.2％ 4.2％

市町村民税法人税割 12.3％ 14.7％ 9.7％ 12.1％
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▲

新
入
会
員
歓
迎
研
修
会

３
月
18
日
、
厚
木
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
昨

年
本
会
へ
入
会
さ
れ
た
会
員
を
対
象
に
、
新
入
会

員
歓
迎
研
修
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
新
入
会
員

を
は
じ
め
、
本
会
役
員
並
び
に
新
入
会
員
の
紹
介

者
等
を
交
え
て
、
総
勢
66
名
が
参
加
し
た
。
第
一

部
の
研
修
会
で
は
、
浅
岡
副
会
長
か
ら
「
法
人
会

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
話
と
厚
木
税
務
署
の
吉
田
副
署
長
を
講
師
に
招

き
「
税
務
調
査
」
等
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

ま
た
第
二
部
の

歓
迎
会
で
は
、

新
入
会
員
の
企

業
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
自
己
紹
介
等

の
時
間
を
設
け

参
加
者
相
互
の

交
流
と
親
睦
を

図
っ
た
。

▲源泉所得税実務講座

５月22日、厚木アーバン

ホテルにおいて、14名が参

加して初任者を対象にした

源泉所得税実務講座を開催

した。当日は厚木税務署担

当官に講師を依頼し、月々

の源泉徴収事務の仕方から

納付書の記載等について研

修した。

▼青年部会研修会「経営セミナー」

青年部会は３月24日、厚木商工会議所

において「経営セミナー」を開催し、地

域の若手経営者など59名が参加した。講

師にサポーターづくりコンサルタント・

美容室経営の勝村大輔氏を招き「あなた

のお店・会社を熱狂的に応援するサポー

ターづくり」をテーマに、応援してくれ

るお客さんを創り出す方法論や実体験で

得た知識やノウハウなど、提唱するマー

ケティング理論「サポーター論」を講演

され、好評を博した。

教養講座

「防犯と護身術」実技講習 ▼

３月28日、厚木商工会議所において、教養

講座を開催し、28名が参加した。講師に厚木

警察署警務担当官を招き、身を護る知識や護

身術の実技指導を受け、大変好評でした。
▲

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
香
川
大
会
）

４
月
10
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高

松
に
お
い
て
、
上
部
団
体
の
全
国
法
人

会
総
連
合
主
催
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
約

１
５
０
０
名
の
女
性
部
会
員
が
集
ま
り
、

本
会
か
ら
２
名
が
出
席
し
た
。
同
大
会

で
は
社
会
貢
献
活
動
や
租
税
教
育
の
事

例
発
表
、
大
会
式
典
等
が
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
ま
た
記
念
講
演
と
し
て
少
林
寺

拳
法
グ
ル
ー

プ
総
裁
の
宗

由
貴
氏
が
、

「
し
な
や
か

な
人
間
力
」

を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い

好
評
を
博
し

た
。

▼経理実務研修会

６月３日から厚木商工会議所にお

いて、初級者を対象にした経理実務

研修会（７回シリーズ）を開催し、

20名が受講した。税理士会厚木支部

所属の佐藤實税理士に講師を依頼し、

仕訳の仕方や帳簿のつけ方、決算書

の作成方法など、簿記とその関連事

項について研修した。

当会会員の㈱セキトウェーブ様のご

厚意により、敷地内(厚木市下荻野)に

税の標語の優秀作品やe-Tax及びeLTAX

の利用推進を図る内容の広報用看板を

設置させていただきました。

広報用看板を設置
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女性部会税ミナール ▼

女性部会は６月23日、厚木市文化会

館において、税ミナール（研修会）を

開催し、23名が参加した。当日は東京

地方税理士会厚木支部所属の新川勉税

理士に講師を依頼し、「税金のこれか

らの変わり方～相続に向けて、今でき

ること～」をテーマに研修した。

▲

改
正
税
法
説
明
会

６
月
16
日
、
厚
木
市
文
化

会
館
に
お
い
て
、
厚
木
間
税

会
と
共
催
で
税
制
改
正
を
テ
ー

マ
に
説
明
会
を
開
催
し
、
23

名
が
参
加
し
た
。
厚
木
税
務

署
担
当
官
に
講
師
を
依
頼
し

「
消
費
税
の
改
正
と
平
成
26

年
度
法
人
税
法
の
改
正
の
概

要
」
を
中
心
に
研
修
し
た
。

▲

源
泉
部
会
定
例
研
修
会

（
労
務
管
理
関
係
）

源
泉
部
会
は
６
月
26
日
、

厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
定
例
研
修
会
を
開
催

し
、
29
名
が
参
加
し
た
。
当

日
は
社
会
保
険
労
務
士
の
三

嶽
忍
氏
を
講
師
に
招
き
「
是

正
勧
告
ワ
ー
ス
ト
５
か
ら
学

ぶ
、
会
社
の
改
善
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
し
、
大
変
好

評
だ
っ
た
。

▼納税意識の高揚・意識啓発のために

「税に関する作品カレンダー」を配付

地域住民をはじめ、子どもたちの納税

意識の高揚並びに税についての理解と意

識啓発を目的として「税に関する作品カ

レンダー」(4月～翌3月)を作製した。こ

のカレンダーは、毎年当会で募集してい

る「税の標語」と女性部会が小学生の児

童を対象に実施している「税の絵はがき

コンクール」の優秀作品を題材にしたも

ので、国税局や厚木税務署、当会管轄区

域の市町村庁舎等の公共機関をはじめ、

厚木愛甲地区の各小学校に配付して、掲

示を依頼した。



Ｑ

免
税
店
（
輸
出
物
品
販
売
場
※
）
で
は
、

外
国
人
旅
行
者
な
ど
の
非
居
住
者
に
対
し

て
特
定
の
物
品
を
一
定
の
方
法
で
販
売
す

る
場
合
に
は
消
費
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
※
税
務
署
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
）

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
26

年
10
月
１
日
以
後
、
免
税
対
象
物
品
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、
次
の
う
ち
、

そ
の
拡
大
の
対
象
と
な
っ
た
物
品
は
ど
れ

で
し
ょ
う
？

①

化
粧
品

②

家
電
製
品

③

衣
料
品

応
募
方
法

答
え
と
氏
名
、
住
所
、
会
社
名
を
明
記
の

う
え
、
郵
便
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
10
名
（
一
社
一
名
ま
で
）
に
粗
品
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。

締
切
／
平
成
26
年
８
月
31
日
ま
で

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

平
成
26
年
３
月
号
ぜ
い
き
ん
ク
イ
ズ
の
解
答

答
え
…
②
（
平
成
26
年
４
月
分
の
賃
借
料
と

し
て
８
％
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

《
解
説
》
新
消
費
税
法
は
、
経
過
措
置
が
適

用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
施
行
日
以
後
に
行

わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
及
び
課
税
仕
入
れ
等

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
（
改
正
法
附
則
２
）
。

設
問
の
場
合
で
の
家
賃
は
、
平
成
26
年
４
月

分
の
賃
貸
料
で
あ
り
、
施
行
日
以
後
で
あ
る

平
成
26
年
４
月
分
の
資
産
の
貸
付
け
の
対
価

と
し
て
受
領
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
４
月
末

日
に
お
け
る
税
率
（
８
％
）
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
「
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

合
」
と
は
、
平
成
８
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
資
産

の
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
き
、
平
成
26

年
４
月
１
日
前
か
ら
同
日
以
後
引
き
続
き
貸

付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
）
が
該
当
し
、

こ
の
場
合
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
お

い
て
も
旧
税
率
（
５
％
）
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
税
務
署
法
人
課
税
部
門
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
木
税
務
署

法
人
課
税
第
１
部
門

電
話
（
０
４
６
‐
２
２
１
‐
３
２
６
１
）

《
俳
句
》

草
笛
の
鳴
ら
ず
少
年
老
い
に
け
り

車
座
の
芯
に
涼
し
き
僧
ひ
と
り

（
愛
川
町

大
野
里
之
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
自
作
の
俳
句
や
短

歌
、
ま
た
写
真
（
人
物
・
風
景
）
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
会
社
名
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
等
を
ご
記
入
の
う
え
、
事
務
局
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、

粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
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★
新
設
法
人
説
明
会

◇
８
月
21
日
（
木
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
税
務
署
別
館
会
議
室

★
決
算
法
人
説
明
会

◇
８
月
22
日
（
金
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
税
務
署
別
館
会
議
室

★
源
泉
部
会
定
例
研
修
会

◇
９
月
11
日
（
木
）
（
別
紙
参
照
）

会
場
／
厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

★
決
算
法
人
説
明
会

◇
９
月
26
日
（
金
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
税
務
署
別
館
会
議
室

★
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

◇
10
月
２
日
（
木
）
（
別
紙
参
照
）

会
場
／
清
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

★
法
人
税
申
告
書
の
書
き
方
研
修
会

◇
５
回
シ
リ
ー
ズ
（
別
紙
参
照
）

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

★
新
設
法
人
説
明
会

◇
10
月
15
日
（
水
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
税
務
署
別
館
会
議
室

★
決
算
法
人
説
明
会

◇
10
月
16
日
（
木
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
税
務
署
別
館
会
議
室

★
地
域
ふ
れ
あ
い
講
演
会

◇
10
月
27
日
（
月
）
（
別
紙
参
照
）

会
場
／
厚
木
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※

日
時
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事

務
局
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
★
印
の
事
業
は
会
員
以
外
の
方
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
法
人
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
◇

【
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
】

会
社
名
、
代
表
者
名
、
所
在
地
、
資
本
金
等
が
変
更

さ
れ
た
場
合
は
、
法
人
会
事
務
局
（
電
話
２
２
１
‐
１

０
５
５
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
」
が
、
い
よ
い
よ
現
実

の
も
の
と
な
り
そ
う
だ
が
、

い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０

０
年
前
、
の
ち
に
日
本
も

参
戦
す
る
こ
と
に
な
る
国

際
紛
争
が
起
こ
っ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
（
１
９
１

４
年
７
月
28
日
～
18
年
11

月
11
日
）
で
あ
る
。
セ
ル

ビ
ア
の
青
年
が
オ
ー
ス
ト

リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国

の
皇
位
継
承
者
を
暗
殺
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
関
係
の
深
い
三
国

同
盟
（
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ

ア
）
と
三
国
協
商
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
）
と
の
対
立
か
ら
戦
争
へ
と
突
き
進

ん
だ
。

余
談
だ
が
、
そ
の
50
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の

南
北
戦
争
で
ガ
ト
リ
ン
グ
銃
が
使
わ
れ
た
。

機
関
銃
の
元
祖
と
も
い
え
る
こ
の
銃
に
つ
い

て
、
発
明
者
の
ガ
ト
リ
ン
グ
は
「
こ
れ
１
台

で
１
５
０
０
人
分
の
兵
士
の
働
き
が
あ
る
の

で
、
そ
の
分
の
人
た
ち
が
戦
争
に
行
か
な
く

て
も
よ
い
」
と
思
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
つ
い

て
い
く
の
が
難
し
い
論
法
で
あ
る
。

出
兵
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
若
者
が
、
当
初
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
は
帰
れ
ま
す
」
と
の

手
紙
を
親
に
出
し
た
戦
争
は
結
局
、
４
年
以

上
も
続
き
、
１
０
０
０
万
人
近
い
死
者
を
出

し
た
。
敗
れ
た
ド
イ
ツ
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約

に
よ
っ
て
多
額
の
賠
償
責
任
に
苦
し
む
こ
と

と
な
る
。
そ
し
て
、
社
会
の
混
乱
の
中
か
ら

ヒ
ト
ラ
ー
と
い
う
〈
モ
ン
ス
タ
ー
〉
が
生
ま

れ
た
。

（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー

藤
木
順
平
）

戦争が戦争を生む時代
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個人情報の取扱いについて

当会は、会員企業に係る「個人情報」を、研修会・諸会議等の開催

通知、広報誌等の送付、並びに福利厚生制度等のご案内、名簿作成な

ど、本会の事業活動のために利用し、それ以外の目的で利用すること

は、一切ございません。

投稿コーナー・税金クイズなど、その他各種の

お申込み・応募先は、法人会事務局まで

〒243-0017 厚木市栄町1-16-15（厚木商工会議所3階）

公益社団法人 厚木法人会 事務局

TEL 046-221-1055 FAX 046-222-3808

E-mail :info@a-net.or.jp

【 無料記帳指導制度のご案内 】

東京地方税理士会厚木支部のご協力を得て、税理士関与さ

れていない方を対象に、記帳指導を行っています。この制度

は、東京地方税理士会厚木支部の担当税理士が、皆様の会社

の事務所に直接訪問して３回程度記帳指導を行うもので、指

導料は無料です。ご希望の方は法人会事務局までご連絡くだ

さい。

会員企業をはじめ、一般向けに経営支援

情報や環境、健康、カルチャーなどのセミ

ナーをインターネットを通じて配信してい

ます。多彩なセミナー動画を常時公開して

いますので、仕事に役立つ情報やヒントが満載です。

◎インターネットセミナーだから何時でも・何処でも・好

きなだけご利用できます。

◎映像と音声による本格的セミナーが受講できます。

◎忙しくてセミナーや研修会に参加できない方などに最適

です。

◎社内研修や自己研鑽などにご活用ください。

◎本会会員は、ID(hj0229)とパスワード(1055)を入力して

ログインすることによって、より多くのコンテンツを視

聴できます。

インターネットセミナーのご案内

本会ホームページから無料で視聴することができます
本会では、下記事務所のご厚意により、無料で税務、社会保

険、不動産・会社登記等の相談を実施しています。ご希望の方

は、法人会事務局(℡221-1055)または下記事務所へお電話し

てください。

■會田聡史税理士事務所

厚木市中町２-６-２４ ほてい屋第二ビル３階

電話（０４６）２２４－７７３１

■浅岡信一税理士事務所

厚木市旭町２-２-１８

電話（０４６）２２９－７０３０

■和田明税理士事務所

愛川町春日台５-４-８

電話（０４６）２８６－２２５６

■ライトハウス税理士法人

厚木市水引１-１-６ サミット厚木ビル４階

電話（０４６）２２２－８８００

■村松マユミ社会保険労務士事務所

厚木市栄町１-５-４-５０４

電話（０４６）２２５－０７２５

■八木章 司法書士事務所

厚木市水引１-１５-１７ 小島ビル２階

電話（０４６）２９７－３１０５

■司法書士 石垣公雄事務所

厚木市寿町３-４-５ 米山ビル３０１

電話（０４６）２２１－５５５６

【 無料相談のご案内 】

新入会員紹介
期間［平成26年2月～平成26年6月］

地区・支部名 会 員 名

厚 木 創作串揚げ 二代目 一道

旭 町 西 株式会社 フタミ

旭 町 西 学校法人 黛学園 清心幼稚園

下 荻 野 株式会社 高郷工業

睦 合 北 株式会社 ボランチ

依 知 南 オハナ オフィス

南 毛 利 北 フェアリーブレイン 合同会社

南 毛 利 北 有限会社 アミ

南 毛 利 西 花上デザイン技術研究所 株式会社

納税者の皆様からの質問に対して国税局が文書で回答し

ます。

納税者の皆様から、申告期限等の前に「具体的な取引等

に係る税務上の取扱い」に関して、文書による回答を求め

る旨の照会を受けた場合には、一定の要件の下に文書回答

を行います。この手続きは、他の納税者の皆様の予測可能

性の向上に役立てていただくため、照会内容・回答をホー

ムページで公表するという納税者サービスです(照会者名は

原則非公表です。)。

なお、この手続の詳細については、東京国税局ホームペー

ジのトップ画面下部の文書回答制度バナーからご覧くださ

い。

東京国税局ホームページアドレス

http://www.nta.go.jp/tokyo

事
前
照
会
文
書
の
受
理

文

書

回

答

【参考：文書回答のスケジュール】

公

表

公

表

処
理
の
見
通
し
の
説
明

おおむね
１か月以内

３か月以内の
極力早期

（原則）
２か月以内

(延長の場合)
最長１年

【東京国税局からのお知らせ】

文書回答制度をご利用ください!

文書回答制度

税に関する照会を文書でお答え！
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発
行
所
／
公
益
社
団
法
人

厚
木
法
人
会

〒
２
４
３
‐
０
０
１
７

厚
木
市
栄
町
１
丁
目
16
番
15
号

電
話
０
４
６
（
２
２
１
）
１
０
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
（
２
２
２
）
３
８
０
８

税理士の先生に

お任せしている

ので…

◇法人（納税者）が電子証明を取得する必要はありませんので、

手間がかかりません。先生に「送信」してもらうだけで申告完了。

eLTAX（地方税ポータルシステム）との双方利用でより便利に。

厚木税務署での地方税職員による県・市町村申告書等収受は、行っ

ておりません。地方税の申告はeLTAXを是非ご利用ください !!

～ e‐TaxとeLTAX ネットでスマート申告・納税 ～

エルレンジャー

国税庁ｅ-Tax

キャラクター

イータ君
という方は、税理士に 「代理送信」を

お願いしてください!!

◇税務署に出向かずに、自宅やオフィスから申告・納税でき、

交通費や郵送料のコストダウンにつながります！

○ 税務職員を名乗る者が、会社や店舗を訪問し、「国税庁 東京国税局 特別国税調査官」という肩書の名刺を交付（提

示）した上で、税務調査と称して、現金や書類の写し等を持ち去る事例が発生しています。

○ 休日や早朝に訪問する事例も確認されています。

○ 売上の確認と称してレジの現金を全て持ち去った事例も確認されています。

（注）これらの事例は、後日、名刺に記載のあった国税局に問い合わせがあり、詐欺であることが判明したものです。少し

でも不審に感じたら、相手の要求に応じる前に、最寄りの税務署の総務課又は国税局の納税者支援調整官までお問い合

わせください。

【被害に遭わないための注意事項】

１．税務職員が税務調査を行う場合は、質問検査章と身分証明書（顔写真ちょう付）を必ず携帯しています。

また、徴収担当の職員が滞納整理を行う場合は、徴収職員証票と身分証明書（顔写真ちょう付）を必ず携帯しています。

身分証明書等で所属、氏名等を確認してください。

２．通常の税務調査において、調査担当の職員が帳簿書類等を預かることはありますが、現金その他の財産を差し押さえる

ことはありません。

なお、いわゆる査察調査など国税犯則取締法に基づき税務職員が強制調査を行う場合は、裁判官が発付した「臨検・捜

索・差押許可状」を必ず呈示することとしています。この際、税務職員が許可状に基づき現金等を差し押さえる場合もあ

りますが、差押手続を行った場合には必ず差押目録を作成し、差押目録謄本を交付しています。

３．徴収担当の職員が、納税者の皆様から税金の納付のために現金を受領する場合には、必ず領収証書を交

付しています。

なお、滞納整理において、徴収担当の職員が、国税徴収法に基づき現金等を差し押さえる場合もありま

すが、差押手続を行った場合には必ず差押調書を作成し、差押調書謄本等を交付しています。

４．通常、税務調査を土日などの休日や早朝・深夜から開始することはありません。

● 税務職員を装い現金等を持ち去る詐欺にご注意ください ●


